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機材･カメラ／ﾓー ﾀー ﾏﾘﾝEX/YS･50ﾉﾘｱﾗ

'１割り込みのマンタ』

4年に一度の大潮、凄い

潮の流れに乗って､一面

真っ暗になりラッシュアワー

のマダラタルミの群に､マン

タの大パノラマショーの始

まりです、

AdeyaccoUnderWaterPhotoClub

あでやつこ
水中だより⑨

撮影者/木村節子(尼崎）
ダイビング歴16年380本

｢あでやつこ｣は沖縄･宮古島・

ニューカレドニア･インドネシア・

モルデfブと世界の海で活動する、

海と南の島を愛する女性たちの

グループです｡彼女たちが撮影

したひたすら青く広い海を､そし

て珍しい魚たちの水中写真をシ

リーズでご紹介いたします。

ﾓデﾙ･ｻｲズ/マダラタルミの群.
マンタ
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Ｉ

特集／2004年申年・神戸の初詣

インタビュー／未生流中山文甫会会長・中山景甫さん

神戸のお嬢さん／松田明加さん岩間今日子さん

エッセレバンビーノ⑬／「僕をシシリーに連れてってくれ！」

ボンゾワールマダム／アンニュイ山上美咲

コウベファッションスポット／ラベルヴィ・ハニー

私の意見／村井顕彦

ポエム・ド･コウベ／岩崎風子

創刊42周年記念復刻版名作シリーズ

座談会／住居スペースと集合スペースの融合を

対談／第７回JACT大会2003神戸によせて岡田昌義．藤田穂

でん太の教えてドクター③／足立優

海船港最終回/上川庄二郎

コウベニュープレイス／ブルーミンメドー・ギャラリーァウラ

プロフェッサーＰの研究室／岡田淳

神戸のアーバンデザイン／小林郁雄

神戸のモダンリビング／中川倶子

山歩き教室②／重庚恒夫

次代を創る神戸のニューリーダー⑭／青木義明

話題のひろば

ひようごウォーク

有馬歳時記

神戸の本棚

プチカフェドコウベ最終回／信時哲郎

ぴっといん

イベントスケジュール

ポケットジャーナル

各駅停車の神戸歴史ウオーク⑩／田辺真人

北斎ミステリー⑪／中右瑛

みだら夜話⑪／浅黄斑・え／犬童徹

コーヒーカップの耳⑲／出石アカル・え／菅原洗人

連載小説最終回神戸はしけの女／岡本真穂・え／新家保夫

プレゼントメイト

愛読者サロン

神戸っ子倶楽部法人会員ニュース

ＫＩＴＡＮＯＨＯＴＮＥＷＳ

神戸うまいもん＆ドリンキングＮＥＷＳ

神戸百店会だより

犯
狸
無
紹
卵
犯
弱
茄
調
唾
価
泣
泌
沌
釦
距
鯛
叫
那
卯
虫
餌
％
兜
伽
蛇
叫
鯛
叩
哩
叫
肥
塑
塑
泌
亜
誕
調

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

ロ ｡

１

＝

写真／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男

表紙／石阪春生

セカンドカバー／米田定蔵

目次／津田仁子「刻」

１２月号目次◆2003-510
４住吉川河畔から御影にかけて／

坂本勝比古・世良臣絵・中野享・岡本真穂

l0KOBECCO2003／河合真理枝．上出貴行

Ｉ２神戸スナップ

１４ある集い／あいりエジゾン倶楽部・ワット神戸

l6ANGLEKOBE／RokkoGardenTerrace菊池満

１８あでやつこ水中だより⑨／木村節子『割り込みのマンタｊ

２０ＨＡＴ神戸／(財)兵庫県国際交流協会

２２高野多美旧居留地界隈を歩く

２８特集／光の地平線

３０座談会／人間の思いを込めた三宮界隈に新しい起爆剤

マルイのオープン

1９
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下
ラ
イ
や
る
．
ウ
イ
ー
ク
」
な
ど
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成

（
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
人
と
接
し
て
、
文
化
の
違
い
を

で
は
、
次
代
を
担
う
子
供
達
に
痛
感
し
た
様
子
。
参
加
し
た
中

も
協
会
で
の
業
務
や
活
動
を
通
学
生
た
ち
も
「
将
来
は
、
外
国

じ
て
、
国
際
交
流
の
場
を
体
験
語
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
く
こ

し
て
も
ら
お
う
と
「
ト
ラ
イ
や
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
た
ぐ

る
．
ウ
ィ
ー
ク
」
の
一
環
と
し
さ
ん
の
外
国
人
と
話
す
機
会
が

て
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
で
き
て
、
毎
日
が
充
実
し
て
い

ｎ
月
ｎ
日
か
ら
以
日
ま
で
の
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
通
じ

５
日
間
、
神
戸
市
内
の
中
学
生
て
、
い
っ
そ
う
夢
が
ふ
く
ら
み

が
協
会
を
訪
れ
、
プ
ラ
ザ
の
見
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う
。

学
や
国
際
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
そ
の
他
、
協
会
で
は
、
中
・

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を
行
っ
た
。
高
生
対
象
の
］
目
言
圏
９
房
弓

な
か
で
も
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
Ｑ
号
（
弓
○
）
と
い
う
会
員
事

ト
調
査
を
通
じ
、
多
く
の
外
国
業
を
展
開
中
。

且

プラザ内にある交流サロンブﾗザが入る国際僅康開諾ｾﾝﾀｰ

凸

世
界
の
人
々
と
共
に
生
き
る
国
際
性
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
め
ざ
す

財
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会

兵
庫
県
は
、
神
戸
港
の
開
港
以
来
、
日
本
に
お
け
る
世
界
と
の
窓
口
と
し
て
、
多
彩
な
文
化
を
育
ん
で
き

た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
世
界
に
開
か
れ
た
地
域
を
め
ざ
し
て
、
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
く
、
活
動
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際
交
流
と
国
際
協
力
の
推
進
を
掲
げ
、

ﾖ本語講座を開設

トライやる･ウィークで中学生を受け入れる

2０

JFCイベント｢地球と遊ぼうサロン」

瀞
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HAT神戸国際ﾌェスティバル

風トｌＡＴﾈ由戸シリーズ<2〉

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
実
施

Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
に
は
、
（
財
）
兵
の
方
へ
の
支
援
や
情
報
提
供
を

庫
県
国
際
交
流
協
会
の
他
に
も
、
行
う
意
味
で
も
大
き
な
役
目
を

数
多
く
の
国
際
関
係
機
関
が
集
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
っ
て
い
る
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
神
戸
セ
ま
し
た
」
と
感
想
を
寄
せ
た
。

ン
タ
ー
、
国
際
エ
メ
ッ
ク
ス
セ
ま
た
、
８
月
に
は
、
Ｈ
Ａ
Ｔ

ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
球
神
戸
内
の
国
際
関
係
機
関
・
施

変
動
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
設
と
共
に
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
国
際

Ｐ
Ｎ
）
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。

兵
庫
国
際
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
在
住
外
国
人
に
日
本
文
化
を
紹

防
災
セ
ン
タ
ー
、
人
と
防
災
未
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

来
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
留
学
生
会
盆
踊
り
な
ど
地
域
住
民
の
参
加

館
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
得
て
国
籍
や
世
代
を
超
え
た

ら
の
施
設
群
を
一
般
の
人
々
に
交
流
を
波
出
し
た
。

も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
そ
の
他
、
協
会
で
は
「
Ｈ
Ａ

に
、
皿
名
以
上
の
団
体
を
対
象
Ｔ
神
戸
国
際
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」

に
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
ス
タ
デ
ィ
ッ
を
立
ち
上
げ
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
内

ア
ー
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ｕ
の
数
多
く
の
国
際
関
係
機
関
や

月
皿
日
に
は
、
西
播
磨
連
合
自
施
設
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

治
会
が
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
ど
の
最
新
情
報
を
電
子
メ
ー
ル

津
田
蔀
会
長
は
、
「
今
後
は
、
で
配
信
し
て
い
る
。

地
球
規
模
の
国
際
交
流
が
重
要
（
配
信
登
録
ア
ド
レ
ス

に
な
っ
て
き
ま
す
。
プ
ラ
ザ
を
冒
冬
言
皇
冒
号
冒
号
富
胃
員
）

見
学
い
た
し
ま
し
た
が
、
外
国

県
民
交
流
団
を
派
遣
す
る
な
ど
友
好
交
流
。
協
力
の
促
進

現
在
、
兵
庫
県
は
、
米
国
．
ス
テ
イ
す
る
な
ど
、
県
民
と
の

ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
は
じ
め
と
す
交
流
を
図
っ
た
。

る
７
つ
の
州
．
省
な
ど
と
友
好
．
ま
た
、
隔
年
実
施
さ
れ
て
い

姉
妹
提
携
を
結
ぶ
な
ど
、
広
く
る
「
大
学
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
ひ
ょ

諸
外
国
と
の
間
で
県
民
や
留
学
う
ご
」
は
、
約
１
カ
月
に
わ
た

生
等
の
人
的
交
流
、
教
育
、
文
る
航
海
を
通
じ
て
、
外
国
人
学

化
、
経
済
な
ど
幅
広
い
国
際
交
生
と
の
交
流
を
図
る
事
業
と
し

流
や
国
際
協
力
事
業
を
行
っ
て
て
定
着
。
現
在
、
来
年
度
の
参

い
る
。
本
年
度
は
、
ワ
シ
ン
ト
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

ン
州
姉
妹
提
携
如
周
年
事
業
の
璽
云
で
は
、
こ
の
よ
為
を
様
々

た
め
に
、
県
民
交
流
団
や
青
少
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
に
お

年
交
通
団
を
派
巡
す
る
な
ど
の
け
る
中
核
的
民
間
国
際
交
流
団

友
好
交
流
事
業
を
実
施
。
体
と
し
て
、
世
界
の
人
々
と
と

、
月
８
日
か
ら
廻
日
に
は
、
も
に
生
き
る
国
際
性
豊
か
な
社

広
東
省
か
ら
学
生
訪
問
団
（
総
会
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

霊
・
秘
隆

閏塾

臨鼠

画＝雪

スタディツアーで協会の職員から説明を受ける

勢
１
４
１
名
）
が
来
県
。
県
内

３
大
学
２
高
校
に
分
か
れ
て
学

校
を
訪
問
し
た
他
、
団
員
全
員

が
県
内
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム

2１

大学洋上セミナーひょうご

財
団
法
人
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会

神
戸
市
中
央
区

脇
浜
海
岸
通
１
１
５
‐
１

国
際
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

冠
０
７
８
１
２
３
０
１
３
２
６
０

広東省留学生訪日交流団県民交流団がワシントン州民と交流
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声

と
っ
て
心
豊
か
に
し
て
く

れ
る
街
。
ど
こ
か
懐
か
し

く
て
新
し
い
街
だ
か
ら
で

す
。
別
年
代
に
神
戸
大
丸

が
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
遂

げ
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
時
の
店
長
・
長

津
昭
氏
と
と
も
に
リ
ニ
ュ
ー

ァ
ル
の
仕
事
を
手
が
け
る

こ
と
が
出
来
た
思
い
出
の

街
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

折
の
神
戸
大
丸
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
ま
さ
に
「
懐
か
し

く
て
新
し
い
』
と
言
う
表

現
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

街
に
点
在
す
る
旧
居
留
地

の
歴
史
を
刻
む
建
造
物
の

2２
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通り

ノエ通りく12月12日(金)～25日(木)＞

■
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2３

取
り
壊
し
計
画
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
た
人
。
街
の
活

性
化
に
力
を
注
が
れ
世
界

の
ラ
グ
ジ
エ
ア
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
の
誘
致
に
着
手
し
街

は
生
き
生
き
と
蘇
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
こ
の
旧
居

留
地
次
々
と
近
代
建
設
が

進
み
ま
す
が
、
誰
も
が
こ

の
街
を
愛
し
、
街
が
持
つ

美
意
識
を
同
化
さ
せ
よ
う

と
す
る
知
的
セ
ン
ス
が
伺

え
る
の
で
す
。
東
京
か
ら

訪
れ
る
友
人
や
外
国
の
お

客
様
が
口
々
に
と
て
も
『
大

人
の
町
・
洗
練
さ
れ
た
町
』

と
お
気
に
召
す
よ
う
で
す
。

人
間
も
街
の
景
色
の
ひ

と
つ
で
す
。
お
し
ゃ
れ
な

男
女
が
行
き
か
う
街
。
又

外
国
人
が
犬
と
お
散
歩
を

楽
し
ん
で
い
た
り
、
商
船

大
学
の
学
生
達
に
出
あ
っ

た
り
と
、
旧
居
留
地
な
ら

で
は
の
風
景
で
す
。
私
の

大
好
き
な
ケ
ャ
木
通
り
（
独

断
命
名
）
は
、
遠
回
り
し

て
も
歩
き
た
い
通
り
で
す
。

こ
の
街
路
樹
の
美
し
さ
に

一
抹
の
清
涼
感
を
い
た
だ

く
か
ら
で
す
。

人
々
の
日
常
の
暮
ら
し

と
商
業
施
設
が
一
体
と
な
っ

た
街
こ
そ
人
間
本
来
の
生
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'〃

百

簾

ｑ
伊
藤
町
の
「
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
と
「
東
荘
」
を
行
く

蔭＝三弓

蔑’

一

”鳥詫』２

《薯Ｉ
』
書
竜
一

郡
■０

＄狸

産雰一

層乙当
匹一

一
画

亀

〆

評議
陛曾患

2４

覇
■

蝿
年■

１，雛５
冬

F皐望ニーーニ多毎

陰
Jｒ

盲

量
ｑ居留地仲間が集まって｢オルフェ｣でランチ

三一

▲レストラン｢オルフェ｣のラウンジ匡固

顔
‐

。
↑

き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
思
い
を
満
足

さ
せ
て
く
れ
る
街
で
も
あ

る
の
で
す
。

今
、
こ
の
東
西
に
延
び

る
ル
ミ
ナ
リ
エ
ス
ト
リ
ー

ト
は
、
東
へ
東
へ
と
虹
世

紀
の
文
化
の
発
展
が
見
ら

れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
「
Ｄ
Ｙ
Ｒ
Ｅ
１
０
８
」

は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
元
の
お
屋
敷

の
古
材
や
樹
木
を
メ
モ
リ

ア
ル
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
再

利
用
。
一
階
に
は
、
あ
の

可

＆h貼

昂

轟諸
Ｉ一可互
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一
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神
戸
ベ
ル
エ
ベ
ル
美
容
専
門
学
校
前
で

一
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『
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凸
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ト
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剛1画躯
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,ノルｆ

「
パ
タ
ゴ
ニ
ア
」
が
、
西

側
に
は
関
西
発
の
「
ヴ
ェ

レ
ダ
」
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
キ

ン
ケ
ア
サ
ロ
ン
。
二
階
に

は
「
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
・
ト
ゥ
ー

ス
ト
ウ
ー
ス
」
テ
ラ
ス
カ

フ
ェ
を
か
か
え
て
、
こ
こ

は
も
う
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
シ
ー
ト
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
四
階
に

は
「
ヌ
エ
」
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
。
そ
の
向
か
い
側
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
「
ル
ネ
神
戸
」

が
誕
生
ま
ぢ
か
。
人
々
の

憧
れ
を
一
身
に
受
け
た
こ

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
階
に

は
「
モ
ン
ベ
ル
」
の
シ
ョ
ッ

プ
が
出
来
ま
す
。
こ
の
近

辺
に
は
和
風
の
「
東
荘
」
、

チ
ャ
イ
ニ
Ｌ
ス
の
「
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」

な
ど
続
々
と
私
達
を
満
足

さ
せ
て
く
れ
る
食
文
化
施

設
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

今
日
の
ラ
ン
チ
は
、
こ

こ
ル
ミ
ナ
リ
エ
通
り
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
オ
ル
フ
ェ
」

で
す
。
上
質
で
モ
ダ
ン
な

雰
囲
気
の
中
で
、
ソ
ム
リ

エ
の
三
木
さ
ん
が
洗
練
の

も
て
な
し
で
幸
せ
を
は
ぐ

く
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
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オリゾンテ

光の地平線
夢をいだき､彼方へ､光の旅は始まっている。

地､ド線に､繰り返きれる約束として11が昇るように神戸’

光は､輝く冬の象徴となった｡まちと人を照らす､大地の

EVZ1IcrioFcslil＆ＦＩｎｃ・Ｋｏｂｅｌ

ヨルミナリエ(12/12～12ﾉ25）
'･淡路大震災の鎮魂を祈る神戸ルミナリエ。
,は｢光のオリゾンテ(地平線)」をテーマに､旧外国人居留地および声競雨地ほかで開催する。

塁参

錘"旧居留地で過ごす
画午後のひととき－
園本場イタリアのエスプレッソをどうぞ。

篭・蕊"|i灘霧肇剛……
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一
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2９
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灘！!鯉雲鍔
竜:←

＝＝

布引ハーブ園
ルミナリエの期間と合わせて､夜は8時30分ま
での夜間営業を実施｡森の中のクリスマスツリー
のイルミネーションやホールコンサート､当日受
付もできるクリスマスクラフト講座も。

庫毛

,。。¥嵯蛋_静.孟質．
ｕｐｎｌｐ瓦

F殆‘，,隅１

い・蕊蕊塑x豊
吋一鶴．麺ィ､戸礎…雷冒粥

濁罵惹愚
、

ー

声色

小野八帽神社

ホテルオークラ神戸〈Ｗ22~12ﾉ25）
ホテル下問玄関のシンボルとして､圧倒的な

存在感を誇る高さ10ｍ､幅14.5ｍの滝｡そこに
12,000個の電球を使用した光の滝を演出する。

浮かび上がる｢Me『IyChristmas｣のﾒｯｾー
ジが港神戸を彩る。

テル

､5ｍのホワイトツリーが登場。１Fアベ
宣径約5ｍのビッグツリーが｡約8000
に約7000個の電球がきらめく光のｼｬ
ﾖを使い12/23～25､約100室の照明
が登場する。

ｿ25）

2003岡本ｳｲﾝﾀー ﾌｪｽﾃｨパﾙ」
ｽﾏｽ｣とし準11月22日(±)午後6時
式を行い､街全体を暖かい光で包む。

蛙
露
グ糠

・織寸脚蝿伽iﾘ11m,､ﾘin，
'河覇毒罫零

神戸市役所

６

肇gﾆル
畔聖響

｣国語
q戸一

．‘鰻鋒，:瞳１’
零ヨ毒･Ｉ堕．Ｉ？

神戸国際会館前狂078-251-2662

趨鐸

鯉川筋
JR元町駅から北にのびる鯉川筋
には､｢鯉川山手街づくり会｣の
クリスマスツリーが登場｡中山手
4町目の交差点に光り輝くツリー
が鯉川筋を彩る。

新神戸オリエンタルホテ
今年は高さ約6.5ｍ､直径約3.5
ニュー広場には､高さ約9ｍ,直；
個の電球を施したﾂﾘｰの周りに
ワーカーテンも｡ホテル東壁面唖
を使い巨大なｸﾘｽﾏｽﾂﾘー が

岡本商店街(11ﾉ22～12/２
岡本商店街振興組合では､｢2（
を開催｡テーマは｢岡本のクリス
よりﾒｲﾝｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ点灯式

●収容台数350台●月極駐車可●年中無休●８:00～24:0０

戯

皐誕品,雷噸ﾄー…|雪一ﾖ

Ｉ－，

＝､雲

ビジネスに１ショッピングにＩご利用ください

磯上モータープール
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●座談会

久利計一さん

三宮センター街２丁目商店街

振興組合理事長
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マ
ル
イ

三
宮
の

海
老
原

い
よ
い
よ
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

如
月
の
「
マ
ル
イ
」
の
オ
ー
プ
ン
や
、
「
さ
ん
ち
か
」
と
「
セ
ン

タ
ー
街
」
を
結
ぶ
陸
橋
と
か
三
宮
界
隈
の
さ
ら
な
る
活
性
化

マ
ル
イ
の
オ
ー
プ
ン
は
も
ち
ろ
ん
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ

三
宮
の
新
し
い
起
爆
剤
い
て
い
る
お
客
様
も
い
ま
す
が
、
正
直

海
老
原
マ
ル
イ
が
開
店
さ
せ
て
い
た
申
し
上
げ
て
、
２
０
０
０
坪
の
館
で
こ

だ
い
た
の
が
、
、
月
３
日
で
す
。
約
１
ヶ
れ
だ
け
の
お
客
様
が
入
ら
れ
る
と
い
う

月
経
っ
た
の
で
す
が
、
三
宮
と
い
う
ま
こ
と
は
、
過
去
我
々
が
関
東
で
や
っ
て

ち
の
集
客
パ
ワ
ー
に
は
驚
い
て
い
ま
す
。

坪
数
と
し
て
は
２
０
０
０
坪
ほ
ど
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
ｎ
月
の
月
間

来
場
者
数
が
約
師
万
人
だ
っ
た
の
で
す
。

人
問
の
想
い
込
め
た
三
宮
界
隈
に

新
し
い
起
爆
剤
マ
ル
イ
の
オ
ー
プ
ン

q

Ｚ爵４．４４

ｂ

嫡|'篠

東候隆裕さん

さんちか名店会会長

き
た
マ
ル
イ
の
な
か
で
、
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
当
初
考
え

て
い
ま
し
た
、
三
宮
駅
前
の
一
日
乗
降

客
数
匁
万
人
と
い
う
数
字
が
、
ま
と
も

に
出
て
い
る
と
い
う
感
想
で
す
。
ま
ち

全
体
が
集
客
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
な
か
で
う
ち
の
店
が
、
少

し
で
も
ご
協
力
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
村
マ
ル
イ
さ
ん
が
オ
ー
プ
ン
し
、

次
は
「
さ
ん
ち
か
」
と
「
セ
ン
タ
ー
街
」

を
結
ぶ
ブ
リ
ッ
ジ
が
つ
き
ま
す
。
今
回
、

太
陽
の
広
場
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
も
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
街
の
入

り
口
に
、
竹
中
さ
ん
が
き
れ
い
な
マ
ル

イ
の
ビ
ル
を
造
っ
て
く
れ
た
の
で
す
か

ら
、
や
は
り
お
化
粧
直
し
が
必
要
だ
と

感
じ
た
の
で
す
。
マ
ル
イ
さ
ん
と
の
コ

ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
徐
々
に

上
手
く
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

谷
口
少
し
前
ま
で
、
三
宮
は
元
気
が

な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
そ

れ
が
最
近
は
活
気
が
一
戻
っ
て
き
た
よ
う

で
す
ね
。
マ
ル
イ
さ
ん
が
で
き
て
か
ら

ま
だ
３
回
ほ
ど
し
か
行
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
な
い
の
で
す
が
、
２
Ｆ
の
カ
フ
ェ

は
、
和
の
雰
囲
気
で
と
て
も
感
じ
が
い

い
の
で
す
よ
。
神
戸
の
人
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
う
る
さ
い
と
思
う
の
で
す
が
、

す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

東
候
マ
ル
イ
さ
ん
が
で
き
て
か
ら
、

お
酒
落
な
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
た
よ
う
に

思
う
の
で
す
。
い
ち
ば
ん
驚
い
た
の
は
、

ｍ
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
の
接
客
で
す
ね
。
性
別
や
年

齢
に
応
じ
た
細
や
か
な
接
客
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
今
後
、
三
宮
エ
リ
ア
の
集

客
力
が
ア
ッ
プ
し
つ
づ
け
れ
ば
、
マ
ル

イ
さ
ん
出
店
の
意
味
を
持
て
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
駄
目
で
す
。
マ
ル
イ
さ
ん
が
ひ
と

＝
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ち
ょ
う
だ
い
す
る
よ
う
な
意
識
で
は
な

く
、
マ
ル
イ
さ
ん
が
で
き
た
こ
と
よ
り
、

商
店
街
の
本
来
の
機
能
を
明
確
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
こ

こ
で
た
だ
商
売
を
し
て
儲
け
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
商
店
街
と
い
う
も
の
は

ろ
な
の
で
す
が
、
賑
わ
い
は
す
ご
か
っ

た
の
で
す
。
そ
う
い
う
機
会
に
見
て
い

た
だ
く
だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ル
ミ
ナ
リ
エ
は
さ
ら
に
す

ご
い
人
が
訪
れ
る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

我
々
も
万
全
の
体
勢
で
望
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
期
間
が

２
週
間
ほ
ど
あ
る
の
で
、
い
い
宣
伝
効

果
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
は
ま
ち
に
集
客

力
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
店
と
し
て
考
え

る
こ
と
は
、
ど
う
す
れ
ば
お
客
様
に
喜

ん
で
お
買
い
物
を
し
て
も
ら
え
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
や
っ
て
ま
ち
に

来
て
も
ら
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考

え
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
楽
し
い
労
力

だ
と
言
え
ま
す
よ
ね
。

久
利
い
ま
、
ま
ち
美
化
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
や
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
ジ
エ
ル
ス
と

い
う
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
、

ま
ち
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
彼
ら
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
不
審
者
を
み
つ
け
て
も
ら
う
事

が
目
的
で
は
な
い
の
で
す
。
若
い
人
た

ち
が
ま
ち
の
な
か
で
正
し
い
こ
と
や
ろ

う
と
し
て
い
た
り
、
正
し
い
発
言
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
を
、
ま
ち
は
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
の
で
す
。
原
点
に
戻
っ
て

正
義
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
感
じ
の
良

い
ま
ち
を
と
い
う
評
価
を
し
て
も
ら
え

る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
姿

勢
が
ま
ち
と
し
て
発
信
し
て
い
く
上
で
、

綱 鯛

３

つ
の
起
爆
剤
だ
と
思
え
ば
い
い
の
で
す
。

久
利
や
は
り
マ
ル
イ
さ
ん
の
出
店
に

よ
り
、
ま
ち
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と

は
感
じ
ま
す
。
た
だ
そ
の
お
こ
ぼ
れ
を

神
戸
市
民
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
空

間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
は
っ
き
り

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機

能
、
発
言
提
案
す
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
を
商
店
主
ひ
と

り
一
人
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
マ
ル
イ
さ
ん
に
も
ま
ち
の
一

員
と
し
て
果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
役

割
も
あ
り
ま
す
。
神
戸
と
い
う
ま
ち
は
、

最
初
だ
け
盛
り
上
げ
て
す
ぐ
に
冷
め
て

し
ま
う
面
が
あ
り
ま
す
。
地
に
付
い
た

形
で
や
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

マ
ル
イ
さ
ん
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
の
で
す
。

森
岡
当
該
地
は
駅
前
の
一
等
地
で
あ

り
な
が
ら
、
ず
っ
と
暫
定
的
な
利
用
し

か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
丸
井
さ
ん

と
の
良
縁
を
得
て
よ
う
や
く
駅
前
の
顔

に
ふ
さ
わ
し
い
商
業
施
設
を
建
設
で
き

ま
し
た
。
建
築
に
際
し
、
地
元
の
皆
さ

ん
か
ら
の
大
き
な
ご
期
待
を
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
歓
迎
ム
ー
ド
の

な
か
で
、
神
戸
マ
ル
イ
さ
ん
が
オ
ー
プ

ン
さ
れ
た
こ
と
に
、
ま
ず
は
ホ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。
今
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
地
元
商
店
街
の
方
、
ご
関

係
者
に
は
貴
重
な
ご
意
見
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
戴
し
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
気
持
ち
で
す
。

神
戸
の
ハ
イ
カ
ラ
文
化
を

生
み
出
し
た
パ
ワ
ー
を
三
宮
に

海
老
原
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
優
勝
パ

レ
ー
ド
で
か
な
り
盛
り
上
が
っ
た
と
こ

谷口享子さん

有限会社オフィスマーメイド

代表取締役

海老原幹也さん

神戸マルイ店長

大村景太さん

さんプラザ

区分所有者理事会理事長

森岡了さん

株式会社竹中工務店

神戸支店士仔
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今
後
大
事
だ
と
思
う
の
で
す
。
も
の
を

売
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
う
い
う
「
風
景
」
を
大
切

に
し
た
い
の
で
す
。
空
き
家
に
も
何
で

も
か
ん
で
も
入
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
と

言
う
の
で
は
な
く
、
き
ち
っ
と
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
を
持
っ
た
良
質
な
店
舗
に
入
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

為
に
良
質
な
空
間
を
ど
う
創
り
出
す
か

が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

大
村
さ
ん
プ
ラ
ザ
は
今
年
で
詔
年
目

で
す
。
ビ
ル
の
形
態
自
体
が
区
分
所
有

と
い
う
形
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
い
い

の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
さ
れ

な
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

普
通
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
型
の
ビ
ル
で

あ
れ
ば
、
ト
ッ
プ
が
変
え
た
い
こ
と
、

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
は
っ
き
り
打
ち
出
せ

る
の
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
で
き
な
い

の
で
す
。
ど
う
い
う
仕
掛
け
で
ビ
ル
自

体
が
変
わ
っ
て
い
け
る
の
か
、
い
ま
ま

さ
に
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

私
は
さ
ん
プ
ラ
ザ
区
分
所
有
者
の
代
表

と
い
う
形
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
さ
ん
プ
ラ
ザ
の
７
Ｆ
か
ら

上
は
、
震
災
以
降
な
に
も
な
い
状
態
な

の
で
す
が
、
そ
の
再
構
築
の
問
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。
中
長
期
に
渡
っ
て
、
そ

う
い
っ
た
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
震
災
復
興
を

果
た
し
た
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。
マ

■哩晒…』圃哩f･ーＬ

ル
イ
さ
ん
が
隣
に
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

自
分
た
ち
は
ど
う
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
も
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
三
宮
界
隈
の
活
性
化
の
前
に
、

さ
ん
プ
ラ
ザ
の
活
性
化
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ピ
ル
の
な
か
に
区
分

所
有
者
理
事
会
を
立
ち
上
げ
、
今
回
の

太
陽
の
広
場
改
装
で
は
、
少
し
は
そ
の

機
能
を
上
手
く
果
た
せ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
さ
ん
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
も
今
年
３
月
に
改
装
し
た
と
こ
ろ
な

の
で
す
が
、
も
う
汚
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
変
化
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
ち
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
く
コ

ン
セ
プ
ト
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
お

客
さ
ん
が
買
い
物
し
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。
美
し
さ
の
あ

る
ま
ち
と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

久
利
情
報
を
発
信
し
て
い
く
の
は
ど

う
し
て
も
東
京
が
中
心
で
す
。
し
か
し

神
戸
は
神
戸
で
物
語
を
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

ス
モ
ー
ル
東
京
ば
か
り
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
。
地
域
の
方
々
の
思
想

的
な
部
分
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
京
都
な
ど
で
は
歴
史
に
プ
ラ
ス
し

て
い
く
こ
と
で
打
ち
出
し
て
い
け
ま
す

が
、
神
戸
の
場
合
は
、
日
々
の
生
活
の

な
か
か
ら
そ
れ
を
育
て
て
い
か
な
け
れ

一

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
神
戸
と
い
う
土

地
に
伝
統
的
な
文
化
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
え
て
い
え
ば
そ
れ
が

ト
ア
ロ
ー
ド
以
東
、
六
甲
山
麓
の
ハ
イ

カ
ラ
神
戸
と
呼
ば
れ
る
部
分
だ
け
で
勝

負
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
の
遺
産
が
使
え
な
い
の
で
す
。

東
候
さ
ん
ち
か
も
業
種
業
態
が
い
ま

の
時
代
に
合
わ
な
い
お
店
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
テ
ナ
ン

ト
の
入
れ
替
え
は
毎
年
何
軒
か
あ
り
ま

す
。
活
性
化
の
ベ
ー
ス
は
や
は
り
安
心

安
全
と
い
う
部
分
だ
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

で
す
。
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
個
々
の
お
店
の
味
が
出
て
き
ま

す
。
お
客
さ
ん
か
ら
見
て
感
じ
が
い
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
や
は
り
ホ
テ
ル

の
サ
ー
ビ
ス
を
お
手
本
と
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

谷
口
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
お
店
に
よ
っ

て
か
な
り
レ
ベ
ル
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

安
心
安
全
な
ま
ち
と
い
う
の
は
商
店
街

と
し
て
当
た
り
前
で
あ
る
べ
き
で
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
し
て
き
れ
い
と
い
う
こ
と

は
、
若
い
女
性
に
と
っ
て
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
に
お
も
て
な
し
が

備
え
ら
れ
た
ら
、
「
神
戸
の
ま
ち
は
何

か
い
い
感
じ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
。
「
何
と
な
く
き
れ
い
」

割Ｌ壷－
１，‐
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と
で
す
。
放
っ
て
お
く
だ
け
で

も
変
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
ア
ク

を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
、
な

菖
一

;11,

一
言
同

と
い
う
感
覚
が
、
三
宮
に
は
欠
け
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

久
利
安
心
安
全
と
い
う
こ
と
を
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
ま
ち
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。

森
岡
当
社
は
建
築
そ
の
も
の
が
時
代

の
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
、
施
工
物
件
を
「
作
品
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
神
戸
が
創
立
の
地
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
神
戸
に
は
大
変
強
い

思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
先
の
阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
多
く
の
当
社
の
作
品
が

破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
主
の
強
い
思

い
を
形
に
し
た
作
品
が
壊
さ
れ
た
の
は
、

我
涛
に
と
っ
て
も
非
常
に
辛
い
こ
と
で

し
た
。
神
戸
の
皆
さ
ん
が
、
い
か
に
神

戸
を
愛
し
て
い
る
か
、
建
築
を
通
じ
て

十
二
分
に
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
永
い
年

月
を
経
て
も
魅
力
的
な
建
物
を
つ
く
り
、

神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
づ
く
り
、
環

判
、
・
１

一
二
一
一
一
一

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

久
利
商
業
は
お
金
だ
け
で
そ
の
後
の

こ
と
を
あ
ま
り
考
え
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
漁
業
者
が
環
境
の
こ
と
を
考
え
る

よ
う
に
、
商
業
地
と
し
て
物
語
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
す

ぐ
に
売
上
げ
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
が
、
震
災
で
学
ん
だ
こ
と
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
人
間
の
情
念
が
込
め
ら

れ
た
ま
ち
は
潰
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
物
語
を
お
客
様

に
提
供
し
て
い
る
の
で
す
。

海
老
原
今
回
の
出
店
に
あ
た
っ
て
強

く
感
じ
た
こ
と
は
、
神
戸
の
地
元
の
皆

さ
ん
の
心
の
広
さ
で
す
。
神
戸
の
ま
ち

の
た
め
に
な
る
の
な
ら
マ
ル
イ
の
出
店

も
賛
成
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
す
が
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
で
き

る
ま
ち
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。

久
利
神
戸
の
ハ
イ
カ
ラ
文
化
を
生
み

出
し
て
い
っ
た
の
は
極
論
す
れ
ば
、
外

国
人
の
家
に
出
入
り
し
て
い
た
メ
イ
ド

さ
ん
た
ち
で
、
そ
の
人
達
が
日
々
の
生

活
の
中
に
ハ
イ
カ
ラ
な
食
生
活
、
風
習

を
持
ち
込
ん
だ
の
で
す
。
上
流
階
級
の

人
達
だ
け
が
つ
く
っ
た
文
化
で
は
な
い

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
外
か
ら
来
た
人

に
も
寛
大
に
で
き
る
の
だ
と
思
う
の
で

す
。
ま
ち
の
た
め
に
は
懐
の
深
さ
が
大

切
な
の
で
す
。

竹
中
工
務
店
神
戸
支
店
応
接
室
に
て

は
な
に

シ
ヨ
ン

に
よ
り

3３

pＬ

境
作
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

情
念
が
込
め
ら
れ
た
ま
ち
で

神
戸
の
物
語
を

森
岡
港
町
と
し
て
横
浜
、
名
古
屋
と

並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
成
熟
し
た
街
で
あ

る
神
戸
が
、
さ
ら
に
新
し
い
魅
力
を
引

き
出
す
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
神
戸
な
ら
で
は
の
団
結
力
を
も
っ

て
す
れ
ば
十
分
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
一
体
と
な

れ
る
か
が
鍵
で
す
よ
ね
。

海
老
原
我
々
は
と
に
か
く
神
戸
に
出

店
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
集
客
パ
ワ
ー
が

あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
一
等
地
で
い
ま
の

坪
数
で
は
、
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
ね
。

大
村
商
売
だ
け
が
人
生
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
も
っ
と
き
れ
い
な
ま
ち
に
し

な
が
ら
楽
し
く
生
き
て
い
け
れ
ば
い
い

な
と
思
う
の
で
す
。
さ
ん
プ
ラ
ザ
も
実

現
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
再
々

開
発
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
の
で
す

ね
。谷
口
三
宮
は
駅
を
降
り
た
と
き
の
第

一
印
象
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
辺
り
か
ら
ま
ず
は
何
と
か
し

て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

東
候
再
来
年
に
は
神
戸
空
港
が
で
き

ま
す
。
空
港
開
港
は
、
神
戸
が
変
わ
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
。
ま
ち
を
変
え
て
い
く

の
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
た
だ
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
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n．雰璽⑫薗重詮
｡＝国司函

料⑦１回ご乗車の場合●１日乗車券ご蹴入の場合

金淵麓淵::胃蔽騰撫::胃
１日券は､バスの車内，神戸諭$合ｲﾝﾌｫﾒー ｼｮﾝｾﾝﾀー ･観光案内所で顛売しています。
癖内での識握幣の丙普はいたしかね寵すので､鐸京の蕪は､小銭をご用愈<嬢い。
※斜金改定の塙合１段麹i錘賃を申し受け封｡言た､一度お求めの１日乗東器は現金と
の交換は出来辰せんので､あしからずご了承ください。

ｅ期間／通年(12月29日～１月１日は運休）
運＠平日／午前9時30分～

行
（中突堤最終／午後4時18分
●土･日･祝日／午前9時30分～
（中突堤最終／午後5時39分

【お問い合せ】
⑧パス事業･営業に関することは
神戸交諏振興(株)本社

発）

発）

※車内でのご飲食･喫

煙･携帯電話のご使用

はご遠麗ください。

※車内でのご飲食･喫
煙･携帯電話のご使用
はこ蓮蝿ください。

ＴＥＬ､078=651
f＋円押.･年末年飽を隙<８８０１

◎バスの運行･お忘れ物に鞠することは
神戸交通振興(株)ボｰﾄアイランド営業所TEL､078-304

●神戸市の態光備報に関することは

（財)神戸国際観光ｺﾝペﾝｼｮﾝ協会

(年

ＴＥＬ.Ｏ７８－３０３－１０１０
【土日祝･年末年始を酷く９:00-17抑】

DU轡1噸》wNim
い紺神

農調デュオこうべ

好評開催中 ＵＴ12.2ﾗTHUまで
(ｸﾘｽﾏｽプﾚゼﾝF）

期間中､デュオこうべ各店でお買い上げ。
ご飲食ごとに応募用紙を１枚進呈｡必要

事項をご記入の上､クリスマスプレゼント

応募ボックスヘ投函してください｡抽選で
賞品をプレゼントします。

鼻

〔Ａ賞〕 旅 招〔Ａ賞〕ｱﾃﾈ旅行ご招待１０名様
(Ｂ賞Ｄアテネ旅行ご優待１０名様

ＪＴ圃圃寺寺調T士庫暦億I輔子電館B4号

…ﾅﾁｭﾗﾙゾー ブｾｯﾄ３ＣＯ名様昌鴎§

…ｷｬﾝドﾙ段ｱﾛﾏｾﾂﾄsoo名様、勢
※詳しくは各店でお渡しする応募用紙をご覧ください｡蕊当選の権利を他人に譲渡
したり,換金することはできません｡※Ｂ賞はお客橡の琶負担額が１０万円となります。
※ｾｯﾄ内害は写真とは多少異なる塩合がござい冨滝.｡ご了承ください。

ア

営索時間/午前TD時~午後B時･鹸食店は午後9時表で4http://www､duokobe．cｏｍ９
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写真撮影／レストランハイウェイ村上志恒さん

に
な
る
と
傘
を
と
じ
て
「
Ｖ
パ

レ
ー
ド
」
を
お
出
迎
え
。

先
頭
の
フ
ロ
ー
ト
車
に
星
野

仙
一
前
監
督
が
乗
っ
て
い
る
の

を
見
つ
け
る
と
一
気
に
会
場
は

ヒ
ー
ト
ァ
ッ
プ
。
感
動
の
渦
の

中
、
４
台
の
フ
ロ
ー
ト
車
に
乗
っ

た
選
手
達
を
見
届
け
る
と
、
あ

ま
り
に
フ
ァ
ン
が
多
く
、
動
け

な
か
っ
た
。
大
興
奮
の
「
神
戸

パ
レ
ー
ド
」
は
あ
っ
と
い
う
間

に
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
、
東
遊

園
地
ま
で
の
約
１
．
３
キ
ロ
を

約
釦
分
か
け
て
、
妬
万
人
の
フ
ァ

ン
に
応
え
た
。
神
戸
が
タ
イ
ガ
ー

ス
一
色
に
な
っ
た
一
日
だ
っ
た
。

画

IAE

Ｉ

Ｉ
延

１．，
鼻ゴ

一
溺
繕
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